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連絡橋
は　　　し

がつなぐ苅田町
ま　　ち

と新空港
そ　　ら

歩いた！空に続く橋
12月11日、苅田町松山と新北九州空港をつなぐ連絡橋

を一般に開放するイベント「うおーく連絡橋」が開催され、
多くの参加者が開通前の連絡橋を歩きました。橋の中央部
分では、苅田町民と小倉南区民による大綱引き大会があり、
寒風をはねのけ、元気に綱を引き合いました。
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本
日
こ
こ
に
、
12
月
定
例
議
会
を
招
集
い

た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
様
に
は
、

ご
多
忙
の
な
か
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
お
許
し
を
得
ま

し
て
、
施
政
方
針
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

私
は
去
る
11
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
町

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
私
の
町
政
へ
の
思

い
、
考
え
方
が
町
民
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
い

た
だ
き
、
今
後
４
年
間
、
町
長
と
し
て
、
町

政
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
、

そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

を
致
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
は
、
町
政
は
地
方
自
治
の
本
旨

で
あ
る
町
民
主
体
を
基
本
と
し
た
町
政
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
町
民
の
皆
様
の

信
任
に
応
え
る
べ
く
最
善
を
尽
く
し
「
誰
も

が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る

町
」
の
実
現
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
始
め
に
こ
れ
か
ら
私
の
町

政
に
対
す
る
考
え
方
や
政
策
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
に
、「
誰
も
が
安
心
し
て
心

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
町
」
の
実
現
に
向

け
た
考
え
方
で
あ
り
ま
す
が
、
苅
田
町
の
状

況
を
み
て
み
ま
す
と
、
来
年
３
月
に
開
港
い

た
し
ま
す
新
北
九
州
空
港
や
開
通
間
近
か
な

東
九
州
自
動
車
道
苅
田
北
九
州
空
港
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
、
苅
田
港
の
整
備
拡
張
な
ど
将

来
の
発
展
に
向
け
た
産
業
基
盤
の
整
備
が

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
、
分
譲
し
て
お
り
ま
す
苅

田
臨
空
産
業
団
地
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
の
関
連
企
業
を
始
め
ホ
テ
ル
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
な
ど
の
立
地
や
建
設
が
相
次
つ

ぎ
、
新
空
港
開
港
に
伴
う
経
済
効
果
が
顕
著

に
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
、
苅
田
町
の
将
来
に
と

っ
て
大
変
明
る
い
展
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
発
展
の
起
爆
剤
と
な
る
産
業
基
盤

の
整
備
が
行
わ
れ
、
企
業
立
地
が
着
実
に
進

み
、
苅
田
町
が
北
部
九
州
の
陸
・
海
・
空
の

交
通
拠
点
都
市
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
し
て

い
く
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
重

要
な
施
策
と
し
て
、
今
後
も
積
極
的
に
、
産

業
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
産
業
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
一

方
、
私
は
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
行

政
主
導
型
で
は
な
く
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り

の
自
由
で
自
発
的
な
意
思
に
よ
る
参
画
を
大

切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

施政方針
平成17年12月議会 

「
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
け
る
町
」
へ
、

「
三
つ
の
手
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
ま
す
。

町議会平成17年12月定例会開会日の
12月5日、吉廣啓子町長は、本会議に
おいて、次のように「施政方針」を表
明しました。
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そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
と
の
「
対

話
」
を
積
極
的
に
実
施
し
、
町
の
考
え
方
、

実
現
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
な
ど
に
つ
い

て
町
民
の
皆
様
に
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
聞
き
し
、

町
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
の
活
発

な
参
画
を
促
し
、
真
の
町
民
と
の
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

次
に
「
私
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
で
す
が
、
町
民
と
の
協
働
に
よ
る
「
手

づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、
町
民
の
皆

様
の
意
思
を
具
体
的
な
施
策
と
し
て
掲
げ
、

行
政
が
そ
の
実
現
に
向
け
て
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
築

く
「
３
つ
の
手
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
政
策
と

し
て
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
政
策
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

元
気
を
手
づ
く
り

ま
ち
の
活
性
化
・
住
み
よ
い
環
境

ま
ず
１
つ
目
は
、「
元
気
を
手
づ
く
り
」

と
し
て
、
ま
ち
の
活
性
化
・
住
み
よ
い
環
境

づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
が
、
ご
存
知
の
よ
う

に
、
苅
田
町
に
は
日
産
や
ト
ヨ
タ
と
い
っ
た

世
界
的
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
セ

メ
ン
ト
工
場
な
ど
、
わ
が
国
有
数
の
大
企
業

の
工
場
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
分

譲
中
の
苅
田
臨
空
産
業
団
地
の
売
れ
行
き
は

好
調
で
、
町
を
あ
げ
て
の
誘
致
活
動
の
成
果

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

企
業
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
こ
と
は
、
ま
ち

の
活
性
化
の
大
き
な
要
因
で
あ
り
ま
す
し
、

苅
田
町
を
も
っ
と
も
っ
と
元
気
に
す
る
た
め

に
は
、
苅
田
町
の
個
性
で
あ
る
自
動
車
産
業
、

セ
メ
ン
ト
産
業
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

平
成
16
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す

「
苅
田
町
産
官
学
連
携
連
絡
会
議
」
の
充
実

を
さ
ら
に
図
る
た
め
、
住
民
を
加
え
た
幅
広

い
組
織
に
再
編
し
、
実
効
あ
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
安
心
で
安
全
な
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
町
の
元

気
が
町
民
の
一
人
ひ
と
り
に
伝
わ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
さ
し
さ
を
手
づ
く
り

ク
リ
ー
ン
な
行
政
・
福
祉
の
充
実

２
つ
目
は
、「
や
さ
し
さ
を
手
づ
く
り
」

と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
な
行
政
・
福
祉
の
充

実
・
住
民
参
画
に
つ
い
て
で
す
が
、
前
に
も

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
町

民
本
位
の
町
政
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に

は
、
清
潔
で
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
入
札

制
度
の
見
直
し
を
始
め
、
事
務
事
業
評
価
の

導
入
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
風
通
し

の
い
い
ク
リ
ー
ン
な
行
政
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

透
明
性
の
高
い
施
策
の
実
現
に
よ
っ
て
、

行
政
と
町
民
と
の
信
頼
関
係
が
深
ま
り
、
町

民
を
は
じ
め
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
住

民
参
画
が
、
活
発
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

子
育
て
や
介
護
な
ど
に
対
す
る
地
域
ぐ
る

み
の
家
族
支
援
や
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
な
ど
、
町
民
の
意
思
を
反
映
し
な
が

ら
具
体
的
な
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

か
が
や
き
を
手
づ
く
り

す
ぐ
れ
た
教
育
・
豊
か
な
文
化

３
つ
目
は
、「
か
が
や
き
を
手
づ
く
り
」

と
し
て
、
す
ぐ
れ
た
教
育
・
豊
か
な
文
化
の

薫
る
環
境
に
つ
い
て
で
す
が
、
ご
存
知
の
よ

う
に
、
現
在
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
教
育

改
革
は
、
苅
田
町
小
・
中
学
校
教
育
問
題
審

議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
、「
子
ど
も
と
地
域

の
未
来
を
拓
く
か
ん
だ
っ
子
教
育
の
推
進
」

を
教
育
改
革
の
テ
ー
マ
と
し
て
推
進
し
て
い

ま
す
。

私
は
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
、
の
び
の

び
と
育
つ
教
育
の
推
進
は
、
行
政
の
大
き
な

責
務
の
一
つ
で
あ
り
、
苅
田
町
の
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
に
と
っ
て
も
、
最
も
大
切
な
政
策

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
の
施
策
の
実
現
に
つ
い
て
は
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
苅
田
町
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
、
伝

統
行
事
の
伝
承
と
振
興
を
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
の
一
環
と
し
て
大

切
に
し
、
町
を
愛
す
る
心
を
育
む

と
と
も
に
、
町
内
の
豊
か
な
自
然

に
親
し
む
環
境
の
整
備
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

以
上
、
私
が
掲
げ
ま
し
た
町
民

の
皆
様
が
、
い
き
い
き
と
輝
い
て

暮
ら
せ
る
施
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
一
つ

ひ
と
つ
具
体
的
な
施
策
を
示
し
な

が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
議
会
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
行
事
報
告
は
省
略
し
ま
し
た
。

▲かんだっ子教育のつどい（12月10日）より
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 中国・上海の旅A 
 

3泊4日 

 中国・大連の旅 4泊5日 

 マカオの旅 
 

3泊4日 

 中国・上海の旅B 
 

2泊3日 

 韓国・仁川・ソウルの旅 
 

2泊3日 

 ハワイ・ホノルルの旅 
 

4泊6日 

 台湾・台北の旅 
 

3泊4日 

 カンボジア・アンコールワットの旅 
 

4泊5日 

●出発日（定員）：3月16日（木）（先着50人） 
●コース：大連フリーコース及び北京・大連観光等全5コース 
●金額：5万9800円～　●申込開始日：1月4日　 

●出発日（定員）：3月16日（木）・19日（日）・22日（水） 
　　　　　　　　　27日（月）・30日（木）（先着各日50人） 
●コース：上海フリーコース及び蘇州・周荘・上海観光等全7コース 
●金額：4万2800円～　●申込開始日：1月4日　 

●出発日（定員）：3月25日（土）（先着50人） 
●コース：金額　上海・朱家角観光＝4万9800円 
　　　　　　　　　上海フリーコース＝4万6800円 
●申込開始日：1月4日　 

●出発日（定員）：3月16日（木）（先着30人） 
●コース：マカオ観光及び香港・マカオ観光等全4コース 
●金額：9万7800円～　●申込開始日：1月5日　 

●出発日（定員）：3月16日（木）（先着70人） 
●コース：オアフ島4日間フリーコース及びハワイ島3島めぐり 
　　　　　 観光付き等全3コース 
●金額：12万8000円～　●申込開始日：1月10日　 

 ●出発日（定員）：3月17日（金）（先着60人） 
●コース：ソウルフリーコース等全3コース 
●金額：3万9800円～　●申込開始日：1月5日　 

●出発日（定員）：3月23日（木）（先着60人） 
●コース：台湾フリーコース及び高雄・花蓮・台北観光等全4コース 
●金額：5万8000円～　 
●申込開始日：1月5日　 

●出発日（定員）：3月24日（金）（先着70人） 
●コース・金額　アンコールワット・アンコールトム観光付き＝15万3000円　 
                          フリーコース＝14万3000円　 
●申込開始日：1月6日　 

※出発日により金額が違います。 
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※いずれも、旅行代金の他に渡航手続き費用、燃油特別付加運賃等が必要です。 

●申込・問い合わせ先　北九州空港利用促進連絡会　TEL 093・582・2308

国際チャーター便の旅

新空港から、世界へ

新北九州空港開港記念
連絡橋がつなぐ苅田町と新空港
は　　し ま　　ち そ　　ら

午前9時～ 
　午後6時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午前9時～ 
　午後6時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午前9時～ 
　午後6時 

午前9時～ 
　午後6時 

午前9時～ 
　午後6時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午後7時30分 
　～翌午前6時 

午前9時～ 
　午後6時 

午前9時～ 
　午後6時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午前9時～ 
　午後6時 

午前9時～ 
　午後6時 

科　目 
月　日　 

内　　科 

昼　間 夜　間 夜　間 

小　児　科 

昼　間 

歯　科 

昼　間 
午後7時30分 
　～翌午前9時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午前9時～ 
　午後6時 

午前9時～ 
　午後6時 

午前9時～ 
　午後6時 

12月29日(木)

12月30日(金)

12月31日(土)

1月1日(日)

1月2日(月)

1月3日(火) 午前9時～ 
　午後6時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午後7時30分 
　～午後11時 

午後7時30分 
　～翌午前9時 

午前9時～ 
　午後6時 

午前9時～ 
　午後6時 

行
橋
京
都
休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

年
末
、
年
始
の
診
療
時
間
の
お
知
ら
せ

行
橋
市
中
央
1
丁
目
9
ー
2

℡
0
9
3
0
・
2
6
・
1
3
9
9
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年
末
・
年
始
の
業
務
休
止
・
休
館
日
の
お
知
ら
せ

1
月
1
日
（
日
）
〜
3
日
（
火
）

（
12
月
31
日
（
土
）
ま
で
収
集
）

※
休
み
の
間
は
、
絶
対
に
ご
み
を
出
さ
な
い
で

下
さ
い
。

・
苅
田
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
へ
の
自
己
搬
入
の
受
付

は
12
月
31
日
（
土
）
ま
で
行
い
ま
す
。（
た
だ

し
、
12
月
31
日
は
、
12
時
ま
で
）

☆
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
　

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
4
0
5
1

●
年
末
の
ご
み
出
し
に
つ
い
て

12
月
31
日(

土)

〜
1
月
3
日(

火)

※
年
末
の
し
尿
収
集
は
12
月
30
日
（
金
）
午
後

5
時
ま
で
行
い
ま
す
。

※
1
月
4
日
（
水
）
か
ら
は
通
常
ど
お
り
収
集

し
ま
す
。

※
緊
急
の
汲
取
り
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め

に
直
接
業
者
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
「
ご
み
」「
し
尿
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

役
場
環
境
保
全
課

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
3
4

清
掃
事
務
所
　

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
2
5
6
7

「
ご
み
」
収
集
の
休
み

「
し
尿
」
収
集
の
休
み

苅
田
町
立
図
書
館
の
休
み

公
公
民
館
・
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
・

体
育
館
等
の
休
み

「
広
報
か
ん
だ
」
次
号
は

平
成
18
年
1
月
25
日
発
行

犬
・
猫
な
ど
の
動
物
の
引
き
取
り

業
務
及
び
犬
の
捕
獲
業
務
の
休
み

12
月
29
日
（
木
）
〜
1
月
3
日
（
火
）

中
央
公
民
館
・
北
公
民
館
・
小
波
瀬
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
西
部
公
民
館
・
三
原
文
化

会
館
・
歴
史
資
料
館
・
体
育
館
・
総
合
福
祉
会

館
・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
パ
ン
ジ
ー
プ

ラ
ザ
）
の
休
館
日
で
す
。

○
12
月
26
日
（
月
）
は
、
本
館
の
み
長
期
休
暇

中
の
月
曜
開
館
を
し
て
い
ま
す
。

○
12
月
28
日
（
水
）
〜
1
月
3
日
（
火
）
ま
で

休
館
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
12

月
14
日
（
水
）
〜
12
月
27
日
（
火
）
の
期
間
、

図
書
、
雑
誌
あ
わ
せ
て
一
人
20
冊
ま
で
の
貸
出

と
な
り
ま
す
。（
Ａ
Ｖ
資
料
は
3
点
ま
で
で
す
。）

※
12
月
28
日
（
水
）
は
、
館
内
整
理
日
で
す
。

※
休
館
日
に
本
を
返
却
さ
れ
る
方
は
入
り
口
横

の
本
の
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
苅
田
町
立
図
書
館

℡
0
9
3
・
4
3
6
・
0
9
4
6

広
報
か
ん
だ
1
月
10
日
号
は
、
規
程
に
よ
り

休
刊
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
号
は
1
月
25

日
の
発
行
で
す
。

す
こ
や
か
写
真
館
（
１
月
生
ま
れ
）
に
つ
い

て
は
1
月
25
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
（
木
）
〜
1

月
3
日
（
火
））
は
役
場
が
休
み
の
た
め
、
１

月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
の
写
真
は
１
月
10
日

（
火
）
ま
で
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

情
報
政
策
室
お
し
ら
せ
係

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
9
2
1

12
月
26
日
（
月
）
〜
1
月
4
日
（
水
）

■
問
い
合
せ
わ
先
　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
衛
生
課

℡
0
9
3
0
・
2
3
・
2
2
4
5

大原病院 

御所病院 
12月29日 

健和会京町病院 

0930・24・5211

12月30日 

12月31日 

1月 1日 

1月 2日 

1月 3日 

小波瀬病院 

小波瀬病院 

小波瀬病院 

健和会京町病院 

健和会京町病院 

0930・24・5211

093・436・2111

0930・24・5211

093・436・2111

093・436・2111
0930・23・2345

0930・23・2345大原病院 

御所病院 

新田原聖母病院 

新田原聖母病院 
行橋厚生病院 

新行橋病院 

新行橋病院 
行橋中央病院 

京都病院 

行橋記念病院 

0930・32・2311

0930・23・1006

0930・23・1006

0930・32・2311

0930・24・8899

0930・25・2000

0930・32・2711

0930・23・1230

0930・24・8899

0930・26・7111

月　日 苅　田 電話番号 電話番号 行橋・豊津・犀川・勝山 年
末
、
年
始
在
宅
病
院
の
お
知
ら
せ

医
療
や
診
療
時
間
等
の
変
更
が
あ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
病
院
へ
行
く
前
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
燃
え
な
い
ご
み
…
収
集
し
た
ご
み

の
処
理
は
、
町
が
苅
田
エ
コ
プ
ラ
ン
ト
に
委
託

し
て
処
理
し
て
い
ま
す
が
、
年
末
は
ご
み
の
量

が
特
に
多
く
、
年
内
処
理
が
困
難
な
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
、
軽
減
す

る
た
め
、
年
末
の
そ
の
他
の
燃
え
な
い
ご
み

（
12
月
29
（
木
）
月
30
日
（
金
）
31
日
（
土
））

の
ご
み
出
し
を
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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人
権
週
間
作
品
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
標
語
】

◎
小
学
校
の
部
　
吉
井
秀
一
（
苅
田
小
3

年
）
・
上
田
千
尋
（
馬
場
小
3
年
）
・
林
加
奈

子
（
片
島
小
4
年
）
・
松
本
菜
々
（
南
原
小
5

年
）
・
松
尾
斗
南
（
与
原
小
6
年
）

◎
中
学
校
の
部
　
西
川
正
一
（
苅
田
中
1

年
）
・
新
早
織
（
苅
田
中
2
年
）
・
門
上
野
乃

花
（
苅
田
中
3
年
）

【
ポ
ス
タ
ー
】

◎
小
学
校
の
部
　
末
松
な
る
み
（
南
原
小
1

年
）
・
三
野
杏
菜
（
与
原
小
2
年
）
・
國
廣
加

奈
代
（
与
原
小
3
年
）
・
松
浦
琴
華
（
与
原
小

4
年
）
・
中
野
五
月
（
南
原
小
5
年
）
・
有
久

祐
奈
（
白
川
小
5
年
）
・
深
江
健
太
（
与
原
小

6
年
）
◎
中
学
校
の
部
　
黒
岩
千
紘
（
苅
田
中

1
年
）
・
渡
邊
未
来
（
苅
田
中
2
年
）
・
畑
中

翔
太
（
新
津
中
3
年
）

【
作
文
】

◎
小
学
校
の
部
　
庄
野
小
雪
（
苅
田
小
5

年
）
・
佐
野
菜
々
子
（
苅
田
小
5
年
）
・
高
瀬

眞
紀
（
南
原
小
6
年
）
◎
中
学
校
の
部
　
藤
原

麻
紀
（
新
津
中
1
年
）
・
堀
公
輔
（
新
津
中
2

年
）
・
門
冨
早
恵
（
苅
田
中
3
年
）

人
権
講
演
の
つ
ど
い
を
開
催

男
女
共
同
参
画
都
市
を
宣
言

12
月
3
日
、
中
央
公
民
館
で
「
苅
田
町
人

権
講
演
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

内
児
童
・
生
徒
の
人
権
作
品
の
表
彰
式
、
ま
た

大
村
崑
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
い
ま
幸
せ
で

っ
か
」
を
演
題
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
ら
の
健
康
管
理
の
仕
方
や
、
健
康
診
断

を
か
か
さ
ず
に
受
け
る
こ
と
、
母
の
介
護
体
験

談
な
ど
を
笑
い
を
交
え
な
が
ら
、
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

事業所のみなさまへ

男女共同参画社会づくりに向けての
意識調査のお願い

苅田町が男女共同参画の施策をさらに進めるた

めに、事業所のみなさまのお考えをも伺うことと

なりました。
事業所とあわせて、住民、小中学校および高校

教員、保育士・幼稚園教諭、議会議員、町職員を
対象とした調査をも実施しております。
調査の結果については、すべて統計的に処理し

た上で分析しますので事業所名が出たり、他の目
的に使用することは決してありません。
事業所の皆様にはご多忙の折、まことに恐縮に

存じますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協
力下さいますようお願い申し上げます。
また、調査票は、一枚ずつ封筒に入れて郵送致

します。ご記入後の調査票は同封の返信用封筒に
て返送をお願い致します。
●対象事業所　常用労働者数が15人以上の事業所
の事業主および従業員
●実施時期　平成18年1月　
●実施方法　郵送法　
●問い合わせ先　
人権推進課男女共同参画推進係
℡093・434・1958

12
月
４
日
、
中
央
公
民
館
で
、
苅
田
町

と
内
閣
府
の
共
催
で
、
苅
田
町
男
女
共
同
参

画
宣
言
都
市
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

苅
田
町
出
身
の
声
楽
家
・
中
村
郁
恵
さ
ん

の
歌
声
で
開
幕
。
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推

進
官
の
推
進
本
部
報
告
、
男
女
共
同
参
画
一

行
詩
・
俳
句
・
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
入
選
者
の

表
彰
式
な
ど
が
あ
り
、
最
後
に
、
吉
廣
町
長
、

珠
久
町
議
会
議
長
、
起
草
委
員
な
ど
11
名
が

声
を
合
わ
せ
、「
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

文
」
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
吉
田
清

彦
さ
ん
が
、「
女
と
男
の
新
時
代
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

◎
作
品
入
賞
者
（
敬

称
略
）

【
一
行
詩
】
▼
最
優
秀

賞
　
矢
野
繁
信
（
苅
田

町
）
▼
優
秀
賞
　
小
田

由
佳
里
・
奥
田
敦
芝

（
以
上
馬
場
小
６
年
）
▼

入
選
　
工
藤
彩
佳
（
与

原
小
４
年
）
辻
重
夫
（
苅
田
町
）

【
俳
句
】
▼
最
優
秀
賞
　
青
木
渉
（
馬
場
小

５
年
）
▼
優
秀
賞
　
満
江
彩
・
尾
続
美
咲

（
以
上
馬
場
小
５
年
）
鬼
丸
源
義
（
苅
田
町
）

▼
入
選
　
廣
瀬
理
子
・
長
谷
芽
依
・
小
田
由

佳
理
（
以
上
馬
場
小
６
年
）
森
山
栄
美
（
馬

場
小
５
年
）
岩
尾
綾
香
（
馬
場
小
４
年
）
濱

田
満
里
子
（
苅
田
町
）

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
】
▼
最
優
秀
　
杉
山
浩

（
静
岡
市
）
▼
入
選
　
杜
多
利
香
（
神
戸
市
）

堀
江
豊
（
廿
日
市
市
）

中
村
郁
恵
さ
ん

吉
田
清
彦
さ
ん

▲
大
村
崑
さ
ん
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じ ん け ん 
散 歩 

シリーズ4

２

こ
の
町
を
照
ら
す
光
は
　
等
し
く
大
地
に
降
り
注
ぐ 

こ
の
町
を
吹
く
風
は
　
大
空
を
行
く
　
何
も
の
に
も
さ
え
ぎ
ら
れ
る
こ
と
な
く 

こ
の
町
を
渡
る
波
は
　
遥
か
な
海
原
へ
と
　
未
来
に
つ
な
が
っ
て
い
る 

わ
た
し
た
ち
が
目
指
す
も
の
は 

誰
も
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
参
画
で
き
　
そ
の
持
て
る
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会 

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
　
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会 

性
別
を
越
え
　
世
代
を
超
え
　
ま
な
ざ
し
を
と
も
に
未
来
へ
向
け
る
社
会 

「
あ
な
た
」
は
光
　
「
わ
た
し
」
は
風
　
「
あ
な
た
」
と
「
わ
た
し
」
が
波
を
生
み
出
す 

お
互
い
を
認
め
あ
い
　
支
え
あ
っ
て
　
心
豊
か
で
活
力
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
町
を
目
指
し 

苅
田
町
は
こ
こ
に
「
男
女
共
同
参
画
都
市
」
を
宣
言
し
ま
す 

苅
田
町
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言 

平
成
十
七
年
十
二
月
四
日 

 

苅
田
町 

12
月
４
日
、
苅
田
町
は
、
誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
「
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
」
を
め
ざ

し
て
、「
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
」
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
文
は
、
未
来
の
苅
田
へ
向
け
て

の
思
い
を
紡
ぐ
べ
く
、
５
名
の
起
草
委
員
が

作
っ
た
も
の
で
す
。

全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア(

無
償)

で
会
議
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
も
お
分
か

り
の
よ
う
に
、
苅
田
町
を
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
町
に
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
と
熱
意

を
胸
に
自
ら
公
募
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
で

す
。
限
ら
れ
た
日
程
の
中
、
全
員
が
本
当
に

一
生
懸
命
起
草
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
パ
ワ
ー
と
苅
田
町
を
思
う
気
持
ち
に
敬
服

し
ま
し
た
。

◎
起
草
委
員
公
募
　
広
報
か
ん
だ
７
月
25
日

号
で
公
募
し
た
結
果
、
男
性
２
名
、
女
性
３

名
の
委
員
さ
ん
が
決
定
。

◎
起
草
文
作
成
…
会
議
は
８
月
19
日
に
始
ま

り
、
９
月
30
日
の
最
終
作
成
ま
で
計
５
回
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
個
々
人
に
お
い
て
紡

ぐ
こ
と
ば
を
シ
ー
ト
に
書
き
、
会
議
の
都
度
、

提
案
。
そ
れ
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
ば
を
５
回

の
起
草
委
員
会
で
文
章
化
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
会
議
数
は
５
回
で
す
が
、
委
員
が
費

や
し
た
時
間
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

会
議
で
は
、
宣
言
文
を
仕
上
げ
る
過
程
で
、

次
の
点
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

○
子
ど
も
が
み
て
分
か
り
や
す
い
文
章
に
す

る
。

○
苅
田
町
の
未
来
が
明
る
く
想
像
で
き
そ
う

な
文
章
と
す
る
。

○
苅
田
町
の
特
徴
（
陸
・
海
・
空
）
を
盛
り

込
む
文
章
と
す
る
。

９
月
30
日
、
つ
い
に
「
苅
田
町
男
女
共
同

参
画
都
市
」
宣
言
文
が
完
成
し
ま
し
た
。

「
宣
言
文
と
い
え
ば
堅
苦
し
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
、
一
言
一
言
に
思
い
の

こ
も
っ
た
文
章
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ま
、
企
業
の
み
な
さ
ま
、

学
校
関
係
者
の
み
な
さ
ま
、
宣
言
都
市
と
な

っ
た
今
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
そ
れ

ぞ
れ
が
見
つ
め
直
し
、
心
豊
か
で
活
力
と
希

望
に
あ
ふ
れ
た
真
の
住
み
よ
い
苅
田
町
に
向

け
て
一
歩
ず
つ
歩
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。今

を
生
き
る
人
の
た
め
、
未
来
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
そ
し
て
…
誰
の
た
め

で
も
な
い
、
自
分
の
た
め
に
。

宣
言
文
は
こ
う
や
っ
て
出
来
ま
し
た
！

※
内
閣
府
世
論
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲宣言文を読み上げる起草委員、町・町議会代表の
みなさん
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パンジープラザ（和室） 
パンジープラザ（和室） 
パンジープラザ（和室） 

曜日 日　時　 
（10時～12時） 

場　　　所 テーマ ね　　ら　　い 持参する物 

1月育児サークルスケジュール 

・全日程汗拭きタオ 
　ルと水筒を持参し 
　てください  

月 
水 

木 

金 

16日 

25日 
12日 
19日 
26日 

20日 

中央公民館（和室） 

北公民館（和室） 

小波瀬コミュニティ（ホール） 

新聞紙遊び 

新聞紙遊び 

新聞紙遊び 

新聞紙遊び 

お正月遊び 
ディとの交流 

・新聞紙を破ったり、筒にしたり、仮装したり工夫して楽しむ 
・新聞紙を破ったり、筒にしたり、仮装したり工夫して楽しむ 

・新聞紙を破ったり、筒にしたり、仮装したり工夫して楽しむ 
・新聞紙を破ったり、筒にしたり、仮装したり工夫して楽しむ 

・昔ながらのお正月遊びを楽しむ 
・お年寄りと一緒に歌、ゲーム、お正月遊びを楽しむ 

対象は0歳～5歳児の親子 祖父母 妊婦さん どなたでも自由に参加できます！月々の
日程や活動内容等については各公民館等に設置しています、年間計画表や広報かんだ
の「子育て支援センター」の欄をご参照下さい。毎週火曜日はパンジープラザ子育て
支援センター内にて自主活動ふれあい広場を行っています。

TEL093・435・3515子育て支援センター子育て支援センター

　総合保健福祉センター 

 

パンジープラザ パンジープラザ 

TEL 093・436・5115

 

第1課
☆日時　1月18日（水）

午前10時～12時
☆内容　助産師さんのお話

「親であるということは？」
（親としての心の準備・子どもを取り巻く環境・母乳育児）
※妊婦さんに限らず、お孫さんを迎える祖父母世代の方、
お父さん、妊婦さんになる前の方、産婦さんもぜひ聞きに
来られて下さい。
第2課
☆日時　1月24日（火）午前10時～12時
☆内容　・妊娠中の栄養（調理食材費として300円）

・簡単クッキング（エプロン持参）
・出産前後の母子保健制度　　

第3課
☆日時　1月28日（土）午前9時30分～12時
☆内容　・赤ちゃんの沐浴（お風呂の入れ方）

・お父さんの妊婦体験（妊娠シュミレーター）
・産後の保健

■会場　パンジープラザ（苅田町総合保健福祉センター）
■受付時間　第1・2課　午前9時45分～10時

第3課　　　午前9時15分～10時
■持ってくるもの　母子健康手帳・筆記用具
※第3課ではバスタオルかズボン必要です
■問い合わせ先　健康づくり係（パンジープラザ内）

TEL093・436・5115
※予約は要りません。興味のあるものだけ参加できます。

次のようなことでお困りの方は、気軽

にご相談においでください。

○精神的な原因でイライラする、眠れな

いなどの症状が続いている方

○自分自身についての心の悩みや、家

庭・職場・学校での対人関係の悩み

○ご家族や知人の性格、行動などが心配なとき

○アルコ－ルや薬物乱用、拒食や過食に関する悩みなど

☆日時　1月19日（木）午後1時30分～3時30分

☆場所　パンジ－プラザ　健康相談室

☆スタッフ　井本浩之先生（井本クリニック院長）

町保健師、京築保健福祉環境事務所 保健師

※電話で予約が必要です。秘密は厳守します。

☆問い合わせ先　健康づくり係（パンジ－プラザ内）

TEL093・436・5115

パンジープラザでは、平成17年度健康づくり大学の一

環で年に6回講演会を行います。講演会は、多くの方に聞

いていただきたく大学受講生以外の参加もお待ちしており

ます。座って話を聞くだけでなく、体を動かしながらと全

身を使っての講演です。

●テーマ　『ホップ　ステップ　シェイプアップ』
☆日時　1月23日（月）午後1時30分～午後3時

☆講師　健康科学研究所　運動指導員　高野秀樹先生

☆場所　パンジープラザ

☆持ってくるもの　筆記用具（必要な方はメガネ）

☆申込・問い合わせ先　健康づくり係（パンジ－プラザ内）

TEL093・436・5115

心　の　健康相談

ようこそ両 親 学 級 へ

健康講座受講生募集⑥
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おいしくできたかな？
『地域農産物を使った親子調理教室』を開催
11月26日、苅田町食生活改善推進会が、町内の親子

を対象にした調理教室を西部公民館で行いました。この
教室は、農業・農産物と日々の食生活の大切さを知って
もらうことを目的に行われたもので、食材に苅田白川地
区のお米やむらさき芋、大根や柿などを使って調理しま
した。
食進会の会員さん（ヘルスメイト）指導のもと、子供

達は野菜を切ったり、ソーセージの具をホイルに包んだ
り、むらさき芋をつぶしてあんにしたり悪戦苦闘してい
ましたが、試食の後には「おいしかったぁ！」「またやり
たい！」の声が聞かれました。お母さんからは「食事の
大切さを知るとても良い機会となりました。」という感想
を頂きました。地域の方々､白川地区の皆さん、ご協力あ
りがとうございました。
（当日の献立：栗ごはん、手作りソーセージ、大根と柿の
サラダ、きのこスープ、白玉団子のむらさき芋あん）

「善意の会」の皆様ありがとうございました

「若久町花とみどりの善意の会」の方々により、6月
には北公民館の花壇に、ポーチラカとサルビアを植え
ていただき、通行中の人、来館者の目に入り喜ばれま
した。引き続いて、12月3日（土）には、デージー、
葉ボタン、パンジー、キンセンカを植えていただきま
した。春には、見事に開花してはなやぐことでしょう。

へ 
行こう 公民館 

申込・問い合わせは直接、各公民館へ 

申込・問い合わせ 093・436・0061 
※定員になり次第締め切ります。 

中央公民館 

公民館公開講座
「漫談・生活の中に笑顔を！」

例年1月行く、2月逃げる、3月去る・・・と新年を迎
えても慌しくめまぐるしい毎日の生活の中にほっとした
時間を取り入れてはいかがですか？公民館講座レディー
ス・カフェでは、第8回講座「漫談・生活の中に笑顔
を！」を公開講座とし多くの方に楽しい時間を過ごして
頂きたいと思います。
★講師　佐伯市　観光大使　矢野大和さん
★日時　平成18年1月25日（水）

午前10時～12時
★場所　中央公民館　第5研修室
★受講料　無料
※レディース・カフェ受講者以外、一般の方50名程度
参加可能です。

申込・問い合わせ 093・434・9000 
※定員になり次第締め切ります。 

北公民館 

※12月26日（月）午前8時30分から受付開始

小学生木工講座
ひのきで作るイス。ものづくりの楽しさを体験しよ

う！

★日時　1月28日（土）午前9時～12時

★対象　小学校4年生～6年生

★講師　泉栄太郎さん

★定員　20人

★材料代　500円　

★持参品　かなづち、えんぴつ

手ふき
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環境 
の ページ 

ものづくりと自然が共生する環のまち 
かんだを目指して 

わ 

「循環型社会」とは
ごみを減らして、資源やものを大切に使う社会のこ

とです。

私たちは、これまでたくさん資源を使ってものを作

り、使い、捨てながら、便利で快適な生活を送ってき

ました。でも資源には限りがあります。このままの調

子で使っていけば、やがて私たちの地球の資源は無く

なってしまいます。そうならないように、これからみ

んなで3Rを実行して、循環型社会を作っていく必要

があります。

3R（スリーアール）とは
・Reduce(リデュース)物を大切に使って、家庭から

出すごみを減らそう。

・Reuse（リユース）繰り返し使おう。

・Recycle（リサイクル）再び資源として利用しよう。

3つの言葉の頭文字を取って「3Rスリ－アール」と

呼んでいます。3Ｒとは、「循環型社会」を作っていく

ためのキーワードです。美しい地球の環境と豊かで恵

まれた生活を未来の子ども達に引き継いでいくために

は、環境と経済が両立した循環型社会を作らなくては

なりません。

※
苅
田
町
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
を
現
在
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
近
く
行
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

●これからの「循環型社会」のものの流れ（PETボトル・ガラスびんの場合）

循環型社会と
3R（スリーアール）

１
９
８
５
年
〜
１
９
９
２
年
製
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
F
F
式
石
油
温
風
機

及
び
石
油
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ジ
ア
ン
ト

ヒ
ー
タ
ー
に
は
事
故
に
至
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

当
該
対
象
製
品
を
未
点
検
に
ま
ま

ご
使
用
に
な
り
ま
す
と
、
一
酸
化
炭

素
を
含
む
排
気
ガ
ス
が
、
室
内
に
漏

れ
出
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡
事

故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ご
使
用
の
F
F
式
石
油
温
風
機
及

び
石
油
フ
ラ
ッ
ト
ラ
ジ
ア
ン
ト
ヒ
ー

タ
ー
の
品
番
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、

未
点
検
の
お
客
様
は
、
直
ち
に
ご
使

用
を
中
止
い
た
だ
き
、
左
記
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
ま
た
は
、
ご
購
入
販
売
店

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
客
様
の

ご
要
望
に
応
じ
、
対
象
製
品
の
お
引

き
取
り
（
１
台
当
た
り
５
万
円
）
も

し
く
は
、
無
料
で
点
検
修
理
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
連
絡
先
　

松
下
電
器
産
業
株
式
会
社

TEL
０
１
２
０
・
８
７
２
・
７
７
３

OK-2525 
OK-2526 
OK-2535 
OK-2536 
OK-3525 
OK-3526 
OK-3527 
OK-3535 
OK-3536 
OK-3537 

OK-4020 
OK-4030 
OK-2526HA 
OK-3527HA 
OK-4020HA 
OK-302B 
OK-303B 
OK-402B 
OK-403B

OK-R500F 
OK-R501F 
OK-V501F 
OK-U501AF 
OK-R800C 
OK-R800AC

FF式石油温風機 石油フラット 
ラジアントヒーター 

対象品番 
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※ 収集日に汲み取りをお願いします。緊急時には、直接業者へ申込みをしてください。 
　また、汲み取りの際は、できるだけ立会いの上、領収書は必ず受け取りましょう。　　 
●問い合わせ先　　　 
　環境保全課　TEL０９３－４３４－１８３４または清掃事務所TEL０９３－４３４－２５６７ 

京町1丁目（町道 
苅田港線より南側） 
磯浜町1丁目（添田 
木材横通りより南側） 
磯浜町2丁目 

★し尿収集業者の担当地域が変わります。 
　平成１8年１月より、これまで苅田衛生社が収集していた地域を苅田環境整備センターが、 
苅田環境整備センターが収集していた地域を苅田衛生社が担当します。 
（※収集日の変更はありません） 
 ■　し尿汲み取り地区割りと収集曜日　（平成18年1月から12月末日まで） 
 

北部（北九州側）地区 　南部　(行橋側)　地区 
 

　　　苅田環境整備センター 
 （TEL０９３０・２５・９５８３） 
 

       　　  苅田衛生社 
（TEL０９３・４３４・４５３１） 

第1回目 第3回目 第2回目 第4回目 第1回目 第3回目 第2回目 第4回目 

若久町1丁目 
雨　窪 
若久町2丁目 

京町2丁目 
 

松　山　 
若久町3丁目 

松　原 
富久町1丁目（殿川 
より産関道路まで） 
殿川町 

富久町1丁目 
（産関道路より南側） 

神田町3丁目 
馬場、城南 
集（県道より山側） 

神田町2丁目 
南原（産関道路より 
北側と産関道路より 
南側で県道より山側） 

富久町2丁目 
近衛ヶ丘、集（県 
道と日豊線との間） 
南原（産関道路よ 
り南側で県道とＪ 
Ｒ日豊線との間） 
新津、木ノ元、 
浄土院、猪熊、 
葛川（旭ヶ丘団地） 

葛川（旭 
ヶ丘団地 
を除く） 

山口 
法正寺 
谷 
稲光 

神田町1丁目 
（駅前通りより北側） 

長　畑 
提 

与　　原 

桜ヶ丘 

尾倉（日豊線より 
山側）、片島、岡崎、 
八田山、稲光上 
 

幸町 
神田町1丁目（駅前通 
りより町道苅田港線ま 
で） 
京町1丁目（井場川よ 
り町道苅田港線まで） 

磯浜町1丁目（町道 
苅田港線より北側） 
港町、長浜町 

尾倉（日豊線より海 
側） 
小波瀬 
 鋤　崎 

黒　添  

緑ヶ丘 
百合ヶ丘 

白　石 
二　崎 
 

休　　み　　　　 休　　み 　　　　休　　み　　　 休　　み 
 
休　　み　　　　 休　　み 　　　　休　　み　　　 休　　み 
 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 
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スポーツ情報 スポーツ情報 

大 会 結 果

▲トリムシルバーの部優勝

▲レディースシルバーの部優勝 ▲レディースフリーの部優勝

▲トリムフリーの部優勝

消防 こちら消防本部です 
TEL０９３・４３４・０１１９ 

１１９番 

救急車を呼ぶときのお願い
救急車を呼ぶときに「サイレンを鳴らさないで来て下

さい。」と言われることがよくあります。しかし、救急車
は道路交通法により、赤色回転灯を点灯させ、サイレン
を吹鳴させなければ、緊急走行ができなくなり、現場到
着時間が大幅に遅れてしまいます。
救急隊も住宅事情や患者・家族等に対する精神的負担

も考えて、深夜や住宅密集地などでは、現場や誘導者が
確認でき次第、サイレンは早めに止めるようにしていま
すので、皆さまのご理解をいただきますよう、よろしく
お願いいたします。

平成18年消防出初式
消防年頭の行事である苅田町消防出初式が行われます。

日夜地域住民のため活躍されている消防団員と消防職員
による分列行進及び消防車両14台による車両行進が行わ
れます。また、三菱マテリアル(株)の自衛消防隊のみな
さんによる屋内消火栓操法、フィナーレとしてはしご車
や消防団車両等による一斉祝賀放水が行われます。
消防自動車への乗車体験もありますよ！この機会に地

元の消防に触れてみてはいかがですか？
住民のみなさまのご観覧をお待ちしております！！
☆日時　平成18年1月15日（日）

午前10時～
☆場所　苅田町役場東側駐車場
※雨天の場合は三原文化会館で式
典のみが行われますので、分列・
車両行進や操法及び祝賀放水は行
われません。

苅田町秋季ソフトバレーボール大会
●期日　11月27日（日）
●場所　苅田町総合体育館
●主催　苅田町体育協会
【トリムシルバーの部】
①デーク白川②もみじB③もみじA
【トリムフリーの部】
①ドリームス②セカンドパンダ③HETARE'SⅡ
【レディースシルバーの部】
①We Loveバレー②もみじC
【レディースフリーの部】
①椿姫B②馬場小ミスティア③椿姫A

第24回 苅田町民ふれあいマラソン大会

●日時　平成18年3月5日（日）
●コース　白川地区周辺コース
※詳しくは1月25日号でお知らせいたし
ます。
●問い合わせ先　苅田町総合体育館

TEL093・434・2493

平成17年 

11月中 11月中 11月中 11月中 　 累計 
 （１月～11月） 

　 累計 
 （１月～11月） 

　 累計 
 （１月～11月） 

　 累計 
 （１月～11月） 

0
2

12
　18 104

　118 0

1平成16年 
前年比 

火災出動件数 救急出動件数 救助出動件数 その他出動件数 
区　分 

火災・救急・救助・その他　出動状況 （平成17年11月分） 

－6－2

1219
1183

＋36＋14
81
9214

19

※その他の出動：火災、救急、救助以外で消防車が出動したもの 
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★
日
時
　

平
成
18
年
3
月
19
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
12
時
30
分（
荒
天
中
止
）

★
場
所
　

小
倉
南
区
平
尾
台
「
平
尾
台
自
然
の

郷
」
及
び
周
辺
特
設
コ
ー
ス

★
募
集
期
間
　

平
成
18
年
2
月
17
日
（
金
）
ま
で

★
コ
ー
ス
及
び
種
目
　

競
技
の
部
　
2
コ
ー
ス

（
5
・
7
㎞
、
3
・
2
㎞
）
10
種
目

【
5
・
7
㎞
】

○
一
般
（
高
校
生
以
上
）
男
子
の
部
、

女
子
の
部
、
男
女
50
歳
以
上
の
部

○
中
学
生

男
子
の
部
、
女
子
の
部
　

【
3
・
2
㎞
】

○
一
般
（
高
校
生
以
上
）
男
子
の
部
、

女
子
の
部
、
男
女
50
歳
以
上
の
部

○
中
学
生

男
子
の
部
、
女
子
の
部

オ
ー
プ
ン
の
部
　
2
コ
ー
ス

（
1
・
6
㎞
、
1
・
2
㎞
）
2
種
目

【
1
・
6
㎞
】
小
学
生
の
部

【
1
・
2
㎞
】
園
児
の
部

★
出
場
資
格
　

5
歳
以
上
の
健
康
な
方

※
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　

大
会
事
務
局
（
小
倉
南
区
役
所
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
内
）

℡
0
9
3
・
9
5
1
・
4
1
1
1

平
尾
台
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

2
0
0
6



⑬ 17.12.25

水曜名画座（一般向け）
4日　アフリカの女王　　　　　　　　　　105分

11日　俺たちに明日はない　　　　　　　　105分

18日　風とライオン　　　　　　　　　　　113分

25日　雨の朝パリに死す　　　　　　　　　116分

日曜子ども映画会
8日　101匹わんちゃん　 80分

15日　バルト　　　　　　 78分

22日　わんわん物語　　 75分

29日　名探偵ホームズ劇場版　 46分

［一般］キレイになりたい！
ファッション、ビューティ、ヘア、ダイエッ

ト・・・。女性の美への追及はますます深まっていま

す。最近は、ヨガやピラティス、デトックスなども流

行していますね。女性だけでなく男性も「美」に目覚

めてみませんか？

［児童］ワン！ワン！わんこ
2006年の干支は、私たちにとって身近な動物

「戌｣です。本への登場回数も群を抜いています。たと

えば、ころわんシリーズ、どろんこハリー、リサとガ

スパールなどいろいろあります。たくさんのかわいい

犬たちが大集合！ぜひ、ごらんください。

※木曜日と金曜日は午後8時までご利用できます。

図書館情報

図書館　 TEL093・436・0946

1月の映画会
（午後2時～AVホール）

特設コーナー

苅
田
町
立
図
書
館
第
15
回
年
賀
状

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
出
展
者
募
集

毎
年
、
ご
自
宅
に
届
く
年
賀
状
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。
ア
イ
デ
ア
と
工
夫
を
こ
ら
し
た
ユ
ニ

ー
ク
な
手
作
り
は
が
き
を
大
募
集
し
ま
す
。
図

書
館
で
は
出
展
さ
れ
た
年
賀
状
を
お
預
か
り

し
、
来
館
者
の
皆
様
に
よ

り
投
票
で
き
る
よ
う
展
示

い
た
し
ま
す
。
投
票
の
結

果
選
ば
れ
た
優
秀
な
作
品

に
つ
い
て
は
賞
状
を
差
し

上
げ
ま
す
。

●
絵
手
紙
や
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
た
も
の
な

ど
、
手
作
り
ら
し
い
内
容
の
も
の
を
募
集
し
ま

す
。

●
大
賞
・
準
大
賞
・
金
賞
を
審
査
で
選
び
投
票

に
よ
り
フ
ァ
ン
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

●
賞
状
は
作
者
宛
て
に
、
図
書
館
か
ら
推
薦
者

の
名
を
付
し
、
お
送
り
し
ま
す
。

●
年
賀
状
は
、
図
書
館
ま
で
持
参
、
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。（
展
示
終
了
後
、
お
返
し

い
た
し
ま
す
。）

■
受
付
期
間

平
成
18
年
1
月
4
日(

水)

〜
1
月
14
日(

土)

■
作
品
展
示
期
間

平
成
18
年
1
月
17
日(

火)

〜
1
月
29
日(

日)

■
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
立
図
書
館

℡
0
9
3
・
4
3
6
・
0
9
4
6

◇
◇
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
◇
◇

苅田町 
悪質商法 

勉強室 勉強室 
苅田町消費生活相談窓口 
月・水・金曜日 午前9時～ 
TEL 093・434・6521 
（ ） 

申し込んでもいない海外宝くじに注意！

申し込んでもいないのに、海外宝くじ

に「当選した」「当選が確実」という内

容のダイレクトメールが届き、よく読む

と、賞金を貰うにはクレジットカード等

でその宝くじへの参加費用を支払う必要

があると書かれているが、これは信用で

きるのだろうか？という相談が多数寄せられています。

申し込んでもいない宝くじが当選することなどありえませ

んし、参加申込をすることでクレジットカード番号などの個

人情報を知らない業者に教えることになります。実際に、参

加申込書にカード番号等を記入して返送したら、申込金額以

上の額が口座から引き落とされ、業者と連絡がつかなくなり、

毎月の引き落としが止められないという事例も報告されてい

ます。

海外宝くじは、購入の有無や当選の可否を確認できません

し、トラブルに遭った場合の損害の回復は困難です。また、

法的にも日本国内で海外宝くじを購入することは刑法187条

（富くじ発売等）に抵触し、違法です。（ただし、海外で海外

宝くじを購入するのは違法ではありません。）このような話

には十分注意をし、安易にクレジットカード番号などの個人

情報を教えることは、絶対に止めましょう。

●苅田町消費生活相談受付件数　　11月分　29件

？ 



上生計関係を有していた人に限られ

ます)

★支給内容　額面40万円、10年償

還の記名国債

★請求期間　

平成20年3月31日まで

★請求窓口　

健康福祉課障害・社会福祉係

★問い合わせ先　

健康福祉課　障害・社会福祉係

TEL093・434・1848

福岡県保健福祉部国保・援護課

TEL092・643・3302

「110番制度」は昭和23年に発

足以来、皆さんと警察を結ぶ絆とし

て広く定着しています。110番通報

したときは、「いつ　どこで　何が」

をはっきりと伝えましょう。

●110番は緊急通報用電話です
110番は、緊急を要する事件事故

専用の緊急通報用電話です。110番
通報は、その通報内容がすぐに警察
署やパトカーに指令されるので、短
時間で警察官が現場に向かうことが
出来るのです。いたずら電話や緊急
性のない相談電話は、一刻を争う事
件・事故への対応を遅らせる原因と
なります。110番は、緊急を要する

平成17年4月1日より特別弔慰金

の申請を受け付けております｡該当者

でまだ申請をされてない方は早めに

お願い致します｡

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金

が支給されます

★対象者　平成17年4月1日におい

て、恩給法による公務扶助料や戦傷

病者戦没者遺族等援護法による遺族

年金等を受ける方(戦没者等の妻や父

母等)がいない場合、次の順番による

先順位のご遺族お一人

戦没者等の死亡当時のご遺族で

①平成17年4月１日までに戦傷病者

戦没者遺族等援護法による弔慰金の

受給権を取得した人

②戦没者等の子

③戦没者等と生計関係を有していた父

母、孫、祖父母、兄弟姉妹（戦没者等

と生計関係を有していなかった人、平

成17年4月1日において婚姻により

姓が変わっている人または遺族以外の

人と養子縁組をしている人は除く）

④上記①～③以外の父母、孫、祖父

母、兄弟姉妹

⑤上記①～④以外の3親等内の親族

(戦没者の死亡時まで引き続き1年以

事件事故に限ってお願いします。
●携帯電話やPHSは移動しないで通
報してください
最近、携帯電話等の移動電話から

の110番通報が増えています。通報
するときは、次の点に注意してくだ
さい。
①携帯電話からの通報であることを
伝える②現場を離れない③移動しな
がら話さない④通話後も電源は入れ
たままで
●困り事や相談は「♯9110」番へ
警察では、緊急を要しない相談や

困り事を受け付ける総合相談電話と
して全国共通の専用ダイヤル、♯
9110番を設けています。相談に専
門の相談員が対応します。

来年3月の新北九州空港開港に合

わせ、県道門司行橋線の全線供用開

始を行います。（北九州市境～日産自

動車前）供用開始に伴い、信号機の

設置されない交差点部については、

3月まで順次中央分離帯閉塞等の工

事を行います。ご協力をお願いいた

します。

★問い合わせ先　福岡県行橋土木事

務所　都市施設整備課

TEL0930・23・1495

17.12.25 ⑭

平成17年分の所得税の確定申告に関する税務署での相

談や申告の受付は、平成18年2月16日（木）からですが、

還付を受けるための申告は、1月から受付しています。還

付を受けるための申告書を早めに提出しますと、税金の還

付も早くなります。例年、3月に入りますと税務署などの

窓口は大変込み合います。早めの申告書の提出をお願いし

ます。なお、申告書をご自身で書かれた方は、直接、税務

署へ郵送等の方法により提出してください。

※税務署の閉庁日（土・日曜日、祝日等）は、税務署では相

談や申告書の受付は行っておりませんのでご注意ください。

★問い合わせ先　行橋税務署　個人課税第一部門

TEL0930・23・0582

行橋税務署からのお知らせ
平成17年分の所得税の確定申告
（～所得税の還付を受けるための申告～）

防
災
情
報
等
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ
ム

防防
災災
メメ
ーー
ルル
・・
まま
もも
るる
くく
んん

災
害
時
の
情
報
等
を
メ
ー
ル
で
あ
な
た
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
ま
も
る
く
ん
3
つ
の
機
能
！！

①
地
震
・
津
波
、
台
風
、
大
雨
等
の
防
災
気
象

情
報
、
避
難
勧
告
等

②
災
害
時
の
安
否
情
報
通
知

③
地
域
の
安
全
に
関
す
る
情
報

メール登録無料 http://www.bousai.pref.fukuoka.jp
★問い合わせ先　
福岡県消防防災安全課　TEL092・643・3112

戦没者等の遺族のみなさまへ

1月10日は110番の日

県道門司行橋線全線供用開始



●苅田町下水道排水設備工事責任技

術者の更新

★受付日時　

平成18年1月30日～2月10日

（土・日曜日、祝日は除く）

・午前9時～12時　

・午後1時～4時30分

●苅田町下水道排水設備指定工事店

指定の登録及び更新

★受付日時　

平成18年2月13日～24日

（土・日曜日、祝日は除く）

・午前9時～12時

・午後1時～4時30分

■問い合わせ先　苅田町下水道課

TEL093・434・1829

平成18年1月より、

①身体障害者の補装具の交付および

修理

②身体障害者の日常生活用具の交付

についての自己負担額が変更にな

ります。

★問い合わせ先　

健康福祉課障害・社会福祉係

TEL093・434・1848

次の要件に該当する人は、選挙人

名簿の登載申請書を提出してくださ

い。

★選挙権を有する人

苅田町農業委員会の区域内に住所を

有し、

①満20歳以上（昭和61年4月1日

までに生まれた人）で10ａ以上の

農地耕作を営む人

②上記の者の同居の親族またはその

配偶者で年間60日以上耕作に従事

する人

★提出期限　

平成18年1月10日（火）

★提出先　苅田町農業委員会事務局

TEL093・434・1901

★問い合わせ先

苅田町選挙管理委員会事務局

TEL093・434・1112

★日時　1月5日（木）、12日（木）、

19日（木）、26日（木）

午前10時～午後5時

★相談内容　女性に対する暴力のほ

か、夫婦・家族・子ども・対人関係

など一般的な悩み

★相談先　

NPO法人福岡ジェンダー研究所

TEL092・741・7140

仕事と子育てなど頑張っているお

とうさん。生活するなかで問題に直

面したとき、身近な人に相談してい

ると思います。事柄によっては、相

談しにくいこともあるかもしれませ

ん。そのような場合は第3者に相談

するという方法もあります。困った

ときは、一人で悩まず、気軽に相談

してください。御意見、御要望もお

願いします。

★連絡・相談先

健康福祉課子ども係　

TEL093・434・1848

★日時　平成18年1月10日（火）

午後1時45分～

★場所　イイヅカコスモスコモン中

ホール（飯塚市飯塚14－66）

★定員　500人

★講演テーマ　

「子どもの発達と虐待のリスク」～理

解と支援という視点から～（仮題）

★講師　あいち小児保健医療総合セ

ンター　保健センター長兼診療科部

長　杉山登志郎先生

★主催　福岡県田川児童相談所、飯塚

市、嘉穂郡児童自立支援連絡協議会

★問い合わせ先　

田川児童相談所　総務企画課

TEL0947・42・0499

く ら し の 情報 

⑮ 17.12.25

町税等の口座振替については、これまで町より口座振替済通知書を送付

していましたが、平成18年度4月末振替分からは、事務の簡素化と経費節

減のため廃止します。

今後の口座振替分については、預金通帳等で確認してください。
なお、口座振替済通知書が必要な方は、各担当課にお申し出ください。

（平成18年3月31日まで）

口座振替済通知書送付の廃止について

※車検を要する車両の軽自動車税については、振替完了後に納税証明書を送
付いたします。

対　　　象 担当課・係 電話番号(093)
町県民税、国民健康保険税 
固定資産税、軽自動車税 

介護保険料 

保育料 

町営住宅使用料 

徴収対策室 
管理係 

介護保険室 
介護保険係 

健康福祉課 
子ども係 

施設建設課 
建築指導係 

434ー1846

434ー5544

434ー1848

434ー1860

苅田町下水道課よりお知らせ

身体障害者の補装具等の
一部負担金が変わります

農業委員会委員選挙人名簿の
登載申請書の提出

かんだ女性ホットライン
（電話相談）

父子家庭の皆様へ

児童虐待防止講演会



17.12.25 ⑯

★申込受付期間　平成18年1月10日（火）～1月25日（水）
午前9時30分～午後4時30分（ただし土、日曜日は除く）

★受付場所　総務部財政課契約係
★申込時参加必要書類等　
○公募抽選申込書○住民票○法人場合（資格証明書）○印鑑
★抽選日に持参するもの　○公募抽選申込書（代理人の場合は、委任状及び委
任者の印鑑証明）○抽選参加申
込保証金、印鑑（当選者が契約
をしないときは、抽選後は抽選
保証金は返還いたしません。）
★抽選場所・日時　
苅田町役場3階301会議室・平
成18年2月2日（木）午前10
時（受付開始　午前9時30分）
※購入希望者が複数の場合は、
抽選で当選者を決定。
★売買代金の納付　
売買代金の納付は、契約締結後
14日以内に全額一括納入

★公募抽選物件（土地）

★問い合わせ先　苅田町役場財政課契約係　TEL093・434・1113

番号 所在及び地番 地目 地積 (公簿) 単価(円/㎡) 売却価格(円)

苅田町富久町2丁目6番2
苅田町富久町2丁目6番6
苅田町富久町2丁目6番7

苅田町富久町2丁目6番8

宅地 

宅地 

508.19㎡ 

621.37㎡ 

34,200

34,200

17,380,000

21,250,000

① 

② 

町有地を公募抽選により売却します

N

★日時　平成18年2月5日（日）

午前9時30分～午後2時

★場所　福岡県立築城養護学校

（築上郡築城町大字築城1561）

★内容　○児童生徒の作品展示○小

学部児童による遊びの広場○中学部

生徒による作業学習作品即売○保護

者の作品展示、販売○青豊高等学校、

父母教師会による喫茶室○父母教師

会、同窓会による食堂○福祉バザー、

施設等の即売○進路情報、肥満につ

いての展示

★その他　平成18年2月8日（水）

から26日（日）まで豊津町立図書

館（TEL0930・33・1040）で

本校児童生徒の作品等の展示を行い

ます。ぜひお立ち寄りください。

★問い合わせ先　

福岡県立築城養護学校

TEL0930・52・3121

福岡県社会福祉協議会では、福祉

の仕事を希望される方、福祉に関心

のある方などを対象に、「福祉の職

場合同就職面談会」を開催します。

求人情報がある福祉施設等が参加し

個別に面談を行います。その他福祉

に関する資格や就職相談等を行いま

す。

★日時　平成18年2月3日（金）

午前10時30分～午後4時

（受付　午前10時～午後3時　随時）

★場所　クローバープラザ（春日市

原町3－1－7 JR春日駅前）

※公共交通機関をご利用ください。

★概要　福祉施設等と求職者との就

職面談コーナー、福祉関係資格相談

コーナー、求職相談コーナー、母子

家庭等求職相談コーナー、授産施設

（SELP）商品の展示販売コーナー

★対象　

社会福祉施設等への就職希望者及び

平成18年3月末卒業予定の学生

★参加方法　無料（事前の申込不要）

※求人と面談ができますので履歴書

を複数ご用意ください。

★問い合わせ先　福岡県社会福祉協

議会　福祉人材課　

TEL092・584・3310

・HP「福祉のお仕事」

http://www.fukushi-work.jp

★日時　1月19日（木）

午後1時30分～約2時間

★場所　ウェルとばた　北九州市高

年齢者就業支援センター　

★説明内容　○創業や異業種進出に

伴って、新たに経営基盤の強化に役

立つ労働者を雇い入れる事業主に対

して、助成金の支給等を通じて雇用

面における各種支援を行う。○創

業・経営改革、従業員の能力開発・

キャリア形成に関するセミナーの実

施の他、財産形成制度の実施を通じ

て支援する。

★申込・問い合わせ先　

独立行政法人　雇用・能力開発機構

福岡センター企画部門

TEL092・262・2113

築城養護学校「作品展～築
城ふれあいまつり～」

苅田町合併50周年記念事業

苅田山笠・等覚寺松会
記念切手販売中

1シート (80円切手×10枚) 800円
★販売・問い合わせ先
苅田町役場総合政策課まちづくり係
TEL093・434・1809

福祉の職場合同就職面談会

雇用（創業）・キャリア形
成支援制度説明会



水
道
局
か
ら
の
お
願
い

「
水
道
に
も
冬
じ
た
く
を
、

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
」

冬
に
な
っ
て
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
給
水
管
や
水
道
メ
ー
タ

ー
、
蛇
口
が
凍
っ
て
、
水
が
出
な
く
な
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り
す
る

水
道
の
凍
結
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
。
気
象
予
報
に
注
意
し
て
、
異
常
低
温

注
意
報
な
ど
が
出
た
と
き
に
は
、
特
に
凍
結
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

凍
結
し
や
す
い
水
道
管

・
北
向
き
の
寒
い
と
こ
ろ
に
あ
る
露
出
し
て
い
る
水
道
管

・
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

・
日
照
時
間
の
短
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

こ
の
よ
う
な
水
道
管
は
、
早
め
に
“
防
寒
策
”
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
給
水
管
に
は
、
専
用
の
保
温
材
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、
布
切
れ
な
ど
の
保
温
材
が
ぬ
れ
な

い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
メ
ー
タ
ー
を
保
護
す
る
よ
う

に
詰
め
て
く
だ
さ
い
。

・
給
湯
器
・
太
陽
熱
温
水
器
等
で
、
水
抜
き
せ
ん
、
不
凍
水
栓
を
ご

使
用
の
ご
家
庭
で
は
、
お
休
み
前
や
お
留
守
に
す
る
と
き
に
は
忘
れ

ず
に
水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。

※
水
道
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
て
は
、
た
く
さ
ん
の
水
が
無
駄
に
な
る

う
え
、
修
理
代
や
水
道
料
金
も
高
く
な
り
ま
す
。

●
凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
は
、
蛇
口
を
あ
け
、
凍
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
ほ
う
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ま
ん
べ
ん

な
く
、
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に
か
け
る
と
、

ひ
び
割
れ
や
破
裂
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
破
裂
し
た
と
き
に
は
、
ま
ず
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水

栓
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
止
水
栓
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
止
め
ら

れ
な
い
と
き
は
破
裂
し
た
部
分
に
布
や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
等
を
巻
き

つ
け
て
、
と
に
か
く
水
を
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
で
、
水
道
局
（
℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
9
8
9
）
か
水

道
局
指
定
工
事
店
に
連
絡
し
て
、
修
理
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

★問い合わせ先　北九州サテライト
スペース（〒803－0813 北九州
市小倉北区城内4－1 北九州市立
中央図書館2Ｆ）
TEL093・561・9879

福岡県警察では、来年1月5日、ヤ
フードームにおきまして年頭視閲を
実施いたします。威風堂々たる本県
警察の姿をご覧いただくとともに、
子どもから大人まで楽しんでいただ
ける企画を用意して、県民の皆様の
多数のご来場をお待ちしております。
★日時　平成18年1月5日（木）

午前10時～12時30分
（午前9時10分開場）

★場所　ヤフードーム（福岡市中央
区地行浜）会場入口～3ゲート
★内容　○年頭視閲 警察部隊分列
行進・車両行進　○アトラクション
白バイ隊演技走行、音楽隊によるフ
ロアドリル演奏　○ふれあい広場
白バイ・パトカー・特殊車両の体験
乗車、ゲームコーナーなど魅力満載
のコーナーを多数企画
★入場料　無料
★問い合わせ先　福岡県警察本部教
養課　TEL092・641・4141

不動産に関するトラブル・相続・
税金などの相談を弁護士、税理士、
不動産相談員が応じます。事前申込
不要。直接会場へお越しください。
★日時・場所
○平成18年2月7日（火）
午前10時～午後4時
（受付　午後3時まで）
・小倉井筒屋
（北九州市小倉北区船場1－1）
○平成18年2月20日（月)
午前10時～午後4時
（受付　午後3時まで）
・豊前商工会議所
（豊前市大字八屋2013－1）
★問い合わせ先　
（社）福岡県宅地建物取引業協会
TEL092・631・1717

このたび平成18年度第1学期（平
成18年4月授業開始）の教養学部生
及び大学院修士選科生・修士科目生
の学生募集を行います。
★募集期間
平成18年2月28日（火）まで

★開講日時・期間
毎週木曜日　午後6時～7時30分
3か月間（12回）
○1月12、19、26日
○2月2、9、16、23日
○3月2、9、16、23、30日
※4月以降3か月間の繰り返し予定
★場所　西日本工業大学　
学生支援センター3階学習室
★講師　西日本工業大学　留学生
電気電子情報工学科　崔　玉さん
★講義　初級（発音から）
★テキスト　
中国語10課（白水社）2000円
★受講料　9000円（3か月）
★申込方法　
ファックス、またはハガキに①住所
②氏名③生年月日④電話番号⑤中国
語受講経験年数を記入して申込くだ
さい。
★申込・問い合わせ先　
西日本工業大学　学生支援室
TEL0930・23・7879
FAX0930・24・7900
※テキストは各自ご購入ください。
受講料は1回目の講義の時にお支払
いください。

く ら し の 情報 

⑰ 17.12.25

留学生が教える中国語講座 宅地建物に関する無料相談所

平成18年度
放送大学学生募集

平成18年
福岡県警察年頭視閲
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まちのわだい Town
News

来年もまた元気で
幸町区敬老会
11月30日、幸町区敬老会を開催しました。当日は心配し

た雨もなく、午前11時前より敬老者の方達が公民館に集いま
した。幸友会会長をはじめ役員の方達のおもてなしのお弁当、
お菓子、みかん等を前に、区長、幸友会会長の挨拶で始まり
ました。艶やかな舞踊、趣向をこらしたカラオケ等で、お腹
の底から笑い、ボケない小唄を歌って、楽しい3時間がアッと
いう間に過ぎました。来年もぜひ元気で笑いの多い年である
ことを、合言葉で散会しました。 （幸町区）

みやこ道場、空手の九州選抜大会で健闘
中田幸治さんが一般男子組手の部で優勝
11月13日、長崎県平戸市で開催された空手の九州選抜大会

で、みやこ道場から4名が出場しました。指導者の中田幸治さ
んが(後列右)一般男子組手の部で優勝、竹中春夏さん（与原小
3年・前列左）が小学生女子低学年組手の部で4位に入賞、長
田拓也くん（苅田中2年・後列左）、中田明曄さん（与原小1
年・前列右）も全国の上位選手に勝つなど健闘しました。みや

こ道場では、子どもた
ち全員が、大きな声を
だしながら一生懸命に
練習をしています。指
導者の中田輝美さんは
「苅田からも九州や全
国で活躍できる子が育
ってきました。空手を
通して、礼儀正しく、
心の優しい子になって
もらいたいです。」と
話していました。

11
月
23
日
、
大
阪
の
万
国
博
覧
会
記
念

公
園
で
開
催
さ
れ
た
05
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス

で
チ
ー
ム
カ
ン
ダ
（
代
表
　
柴
田
徳
夫
さ

ん
）
が
2
、
3
位
に
入
賞
し
そ
の
報
告
に
、

吉
廣
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
チ
ー

ム
カ
ン
ダ
で
は
8
年
前
か
ら
エ
コ
デ
ン
レ

ー
ス
に
参
加
し
て
お
り
、
今
年
は
76
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
こ
の
レ
ー
ス
に
2
台
で
出

場
し
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
な
り

ま
し
た
。
柴
田
さ
ん
は
「
大
阪
で
は
エ
コ

デ
ン
が
と
て
も
盛
ん
で
、
学
生
た
ち
が
い

き
い
き
し
て
い
ま
す
。
福
岡
で
も
普
及
さ

せ
学
生
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
今
年
は
苅
田
町
で

も
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
続
け
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

親子3人で黒帯
喜びの二崎の富永さん一家
11月6日に直方市体育館で行われた空手の昇段審査会で、

富永清彦さん（二崎）が2段に、妻の美香さんが初段に合格、
昨年の昇段審査では息子の陵太くんも初段に合格しており、
親子3人で黒帯びになり
ました。清彦さんは「拳
勝会道場で空手を始めて
3年、親子で黒帯びを締
めることが出来て最高の
気分です。仕事柄、隔週
しか練習に参加できませ
んが、将来は3、4段を
目指し親子3人で地道に
努力していきます。」と
喜びを語っていました。

第
1
回
高
楽
祭

城
南
区
の
高
齢
者
手
作
り
イ
ベ
ン
ト

12
月
11
日
、
城
南
区
集
会
所
で
、
第

1
回
「
高
楽
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
「
高
楽
祭
」
は
、
今
ま
で
の
敬
老

会
に
か
わ
る
、
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者

の
た
め
の
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
で
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
が
楽
し
み
、
元
気
で
健
康

に
な
れ
る
よ
う
に
と
、
自
ら
で
企
画
・

運
営
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
60
歳

以
上
の
約
50
名
が
参
加
し
、
カ
ラ
オ
ケ

や
手
品
、
踊
り
、
三
味
線
、
バ
ナ
ナ
の

た
た
き
う
り
な
ど
で
大
変
盛
り
上
が

り
、
日
頃
と
て
も
お
と
な
し
い
方
が
、

カ
ラ
オ
ケ
を
何
曲
も
披
露
す
る
な
ど
、

最
後
ま
で
全
員
が
帰
ら
ず
に
楽
し
み
ま

し
た
。
ま
た
バ
ザ
ー
で
の
売
上
金
を
歳

末
助
け
合
い
運
動
に
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
城
南
区
）

パ
キ
ス
タ
ン
地
震
支
援
街
頭
募
金
へ

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

苅
田
中
学
生
徒
会

が
取
り
組
ん
だ
パ
キ
ス

タ
ン
地
震
支
援
募
金
に

対
し
て
、
多
く
の
町
民

の
皆
様
か
ら
暖
か
い
善

意
が
寄
せ
ら
れ
、
募
金

総
額
は
9
万
4
千
円
に

な
り
ま
し
た
。
12
月
16

日
に
生
徒
会
代
表
が
吉

廣
町
長
を
訪
れ
、
募
金

箱
を
手
渡
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

国
連
を
通
じ
て
、
被
災

地
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
カ
ン
ダ
が
05
エ
コ
デ
ン
レ
ー
ス
で
上
位
入
賞

全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
に
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お一人様からご見学できます
日産自動車九州工場見学のご案内
日産九州工場では、車体、塗装、組立・検査の

順番で１台のクルマが完成するまでの様子を見学
することができます。ご家族・少人数など、お一
人様からでも見学いただけます。（入場料・見学
料は必要ありません）
●見学日　月～金曜日（一部祝祭日を除く）
●見学時間帯　午後1時35分～2時45分

（所要時間70分）
※団体の場合は午前8時55分～午後2時の間で、
時間帯を設定することができます。くわしくは、
下記までお問い合わせください。
●予約開始日　見学希望日の4か月前の同日から
希望日前日まで（先着順）
●申込方法　電話受付（月～金曜日午前8時30
分～午後5時30分）
●申込先　日産九州工場ゲストホール

（TEL 093・435・1137）

ゲストホールのみの見学もできます
九州工場正門横のゲストホール（写真上）にはク

ルマの展示や企業情報・周辺地域の情報のパネル展
示などがあり、自由に見学できます。（ただし、工
場見学は前日までの予約が必要です）
●ゲストホール開館時間　
月～金　午前8時45分～午後5時
土・日・祝日　午前10時～午後4時（11月～3月）
※ただし、毎月第１日曜日は休館。

伝 言 コーナー 伝 言 コーナー 

苅田町母子寡婦福祉会
九州国立博物館見学と太宰府学業祈願
★対象　苅田町在住で若年の母子・父子・両親のいない
家庭の子供とその保護者
★日時　平成18年１月15日（日）
★行先　太宰府天満宮、九州国立博物館
★集合時間・場所　苅田町中央公民館　午前8時集合

（8時30分出発）※時間厳守
★定員　40名（先着順）
★参加費　大人1000円、高校生500円

中学生300円、小学生以下無料
★申込締切　1月10日（火）※12月29日～１月4日は
正月休みのため、受付できません。
★申込・問い合わせ先　社会福祉協議会（パンジープラ
ザ内）玉井法子　TEL093・435・3231

苅田書道会小作品展
★期日　平成18年1月16日（月）～31日（火）
★場所　苅田、苅田駅前、小波瀬、白川の各郵便局
★問い合わせ先　荒鬼　TEL093・434・2246

苅田町教育委員会・かんだ郷土史研究会共催

文化財講演会のお知らせ
★日時　平成18年１月21日(土)

午後1時30分～3時30分

★場所　三原文化会館大ホール

★講師　九州国立博物館　学芸員　松川博一先生

★演題　遣唐使の時代ー九州国立博物館の展示からー

★聴講料　無料

★問い合わせ先　

生涯学習課文化係　TEL093・434・1982

郷土史会　　　幸　TEL093・434・5824

ペット・お友達募集
フェレットを飼っています。生後2年、雄・ホワイトフ

ァーブラックアイ（白い毛に黒の目）

町内で飼われている方、情報交換をしませんか。

★連絡先　シルフィー　TEL080・1722・7147

このコーナーは文化芸術、生涯学習、福祉、環境など、生活やまちづくりに
役立つ、町民のみなさんからの情報を掲載しています。ただし、特定の政治・
宗教等団体の宣伝や、参加費が高額な事業の紹介については掲載をお断りする
ことがあります。また、掲載内容についての話し合いは当事者間で、自己責任
で行ってください。町が仲介することはありません。



17.12.25 ⑳

■社協法律相談
★日時　1月12日（木）午後1時30分～4時30分　★
場所 パンジープラザ　★相談員　弁護士　※電話予約制
で1月5日（木）午前8時30分から受付　先着8人　苅田
町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■社協心配ごと相談
★日時　1月10（火）、17（火）、24（火）午前10時
～午後3時　★場所　パンジープラザ　★相談員　民生児
童委員、人権擁護委員、行政・母子・婦人各相談委員※
当日電話相談も受け付けます。（TEL093・434・3647）
■身体障害者心配ごと相談
★日時　1月10日（火）午後１時30分～4時　★場所
パンジープラザ　★相談員　苅田町身体障害者相談員3人
※当日電話相談も受け付けます。（TEL093・434・
3647）
■社協ふくし何でも相談会
★日時　1月20日（金）午前10時～午後1時　★場所
エル苅田店内（リカーシヨップさくら横） ★相談員
苅田町社協あんしんセンター担当職員　★問い合わせ先
苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■京築地区福祉人材バンク職業紹介
★日時　1月20日（金）午前10時～12時　★場所　パ
ンジープラザ　★問い合わせ先　京築地区福祉人材バン
ク(TEL0930・23・8495）
■不登校、学校問題相談
★日時　1月17日（火）午前10時～午後3時　★場所
パンジープラザ　★相談員　学識経験者　★問い合わせ先
苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■自閉症、発達障害相談
★日時　1月13日（金）午前10時～12時　★場所
パンジープラザ　★相談員　当事者の親　★問い合わせ
先　苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）
■法律扶助協会派遣の弁護士による
無料法律相談

★日時　1月10日（火）、17日（火）午後1時～4時
★受付　当日の午前9時から電話で予約（先着6人まで）
★場所　福岡法務局行橋支局相談室(行橋市大橋2丁目
22－10）★相談内容　法律問題全般　★問い合わせ・
予約先　福岡法務局行橋支局（TEL0930・22・0476）
※相談は、法律扶助の趣旨により、「資力に乏しい方」が
対象になります。
■行政相談
★日時　1月24日（火）午後１時30分～4時　★場所
三原文化会館　★内容　役所の仕事についての苦情・相
談　★相談員　有光島子さん
■福岡県巡回交通事故相談
★日時　1月24日（火）午前10時～午後4時（受付は午
後3時まで）★行橋市総務課広報広聴係（行橋市中央1丁
目1－1）★常設・福岡県交通事故相談所（TEL092・
643・3168）
■補聴器相談
★日時　1月10日（火）、17日（火）、24日（火）午後
3時～4時（3回目は午後3時～3時30分） ★場所　パ
ンジープラザ　★問い合わせ先　パンジープラザ
（TEL093・436・5115）
■思春期相談
★日時　1月19日（木）午後3時～　★場所　京築保健
福祉環境事務所　★相談員　精神科専門医　★問い合わ
せ先　京築保健福祉環境事務所
（TEL0930・23・2966）

無料相談日程無料相談日程 無料相談日程 

※母子健康手帳を持参してください 
※問い合わせ先　パンジープラザ  TEL０９３・４３６・５１１５ 

集団予防接種　受付 午後１時30分～2時 
　　　種　類　　　　　日　程　　　　　会　場　　　　　　
　　　     　

  
 
乳幼児相談　受付 午前９時３０分～１０時 
　　相 談 名　　 　　  日　程　　　　　会　場 
赤ちゃん健康相談　　1月  6日（金） パンジープラザ 
 
乳幼児健診　受付 午後１時３０分～２時会場 パンジープラザ　　　
健 診 名　　　　　日　程　　　　　対　象 
4か月児健診　　　   1月10日（火） 
7か月児健診　　　            
１歳6か月児健診　　　  25日（水） 
3歳児健診　　　　　　  27日（金） 

乳幼児の予防接種乳幼児の予防接種・相談相談・健診日程健診日程 乳幼児の予防接種・相談・健診日程 

 
 ＢＣＧ 

ＢＣＧ   1月    11日（水） 福祉会館（尾倉） 
西部公民館 24日（火） 

18日（水） 平成17年5月生まれ 
平成16年6月生まれ 
平成14年12月生まれ 

平成17年8月生まれ 

 

役場代表番号（案内） 
TEL ０９３・４３４・１１１１ 
FAX ０９３・４３６・３０１４ 
ホームページ 
http://www.town.kanda.lg.jp

広報かんだ　 
発行／苅田町 
編集／情報政策室おしらせ係 
〒800-0392 
苅田町富久町１丁目19番地１ 
TEL０９３・４３４・１９２１ 

人のうごき
（11月末現在）
出生　 30人
死亡 27人
転入 131人
転出　 77人
人口　34,782人
男 17,029人
女 17,753人

世帯数　13,989世帯
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～納期のお知らせ～
国民健康保険税　7期　1月31日（火）
※町税は口座振替で

2006年3月16日予定の新北九州空港の開港、それに伴う東九州
自動車道の開通を記念したマラソン大会を開催します。
自動車よりも飛行機よりも早く、その道を走る一度きりのマラソ

ン大会！この運営ボランティアスタッフを募集します！！
★期日　平成18年2月5日（日）
★内容　会場設営、会場周辺の警備及び選手の誘導
★応募条件　高校生以上の方 ★応募締切　1月10日（火）
★申込・問い合わせ先 苅田町教育委員会　生涯学習課

TEL  093・434・2044

新北九州空港マラソン
運営ボランティアスタッフ募集
新北九州空港マラソン
運営ボランティアスタッフ募集


